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株式会社歯愛メディカル 

貸借対照表 
（2022年 12月 31日現在） 

（単位：百万円） 

科目 金額 科目 金額 

（資産の部） 

流動資産 

 現金及び預金 

 売掛金 

有価証券 

商品及び製品 

 原材料及び貯蔵品 

 前渡金 

 未収入金 

 短期貸付金 

その他 

 貸倒引当金 

固定資産 

 有形固定資産 

  建物 

  構築物 

  機械及び装置 

  車両運搬具 

  工具、器具及び備品 

  土地 

  建設仮勘定 

無形固定資産 

  ソフトウエア 

  ソフトウエア仮勘定 

その他 

 投資その他の資産 

  投資有価証券 

  関係会社株式 

  出資金 

  長期貸付金 

繰延税金資産 

  その他 

  貸倒引当金 

 

13,041 

987 

2,893 

95 

7,081 

14 

556 

1,333 

24 

61 

△6 

16,494 

13,724 

518 

3 

237 

13 

72 

580 

12,297 

1,078 

508 

569 

0 

1,692 

51 

1,303 

0 

37 

255 

51 

△7 

（負債の部） 

流動負債 

 買掛金 

 未払金 

 短期借入金 

未払法人税等 

 未払消費税等 

賞与引当金 

 その他 

 

固定負債 

 預り保証金 

 その他 

 

 

11,010 

1,668 

1,311 

7,000 

608 

60 

7 

354 

 

422 

416 

5 

 

負債合計 11,432 

（純資産の部）  

 

株主資本 

 

 資本金 

 利益剰余金 

  利益準備金 

その他利益剰余金 

   繰越利益剰余金 

 自己株式 

 

評価・換算差額等 

 その他有価証券評価差額金 

 

18,145 

 

10 

18,136 

2 

18,133 

18,133 

 △0 

 

△42 

△42 

純資産合計 18,103 

資産合計 29,536 負債・純資産合計 29,536 
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１．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

（１）有価証券の評価基準及び評価方法 

①子会社株式及び関連会社株式 

   移動平均法による原価法を採用しております。 

 

②その他有価証券 

市場価格のない株式等以外のもの 

    決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処

理し、売却原価は移動平均法により算定）を採用しております。 

市場価格のない株式等 

    移動平均法による原価法を採用しております。 

 

（２）デリバティブの評価基準及び評価方法 

    時価法を採用しております。 

 

（３）棚卸資産の評価基準及び評価方法 

評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法） 

①商品 

移動平均法 

 ②貯蔵品 

最終仕入原価法 

 

（４）固定資産の減価償却の方法 

①有形固定資産 

   定率法を採用しております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（附

属設備を除く）、2016年４月１日以降取得の建物附属設備及び構築物は定額法を

採用しております。 

   なお、主な耐用年数は次のとおりであります。 

建物        ３～50年 

構築物       10～15年 

機械及び装置    ４～17年 

車両運搬具     ３～７年 

工具、器具及び備品 ２～15年 

 

②無形固定資産 

   定額法を採用しております。 

   なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）

に基づいております。 

 

（５）引当金の計上基準 

①貸倒引当金 

   債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸

念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を

計上しております。 
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②賞与引当金 

   従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき当事業

年度に見合う分を計上しております。 

 

（６）その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

消費税等の会計処理 

   消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 

 

２．貸借対照表に関する注記 

（１）関係会社に対する金銭債権は以下のとおりです。 

   関係会社に対する短期金銭債権     261百万円 

   関係会社に対する長期金銭債権      37百万円 

   関係会社に対する短期金銭債務      34百万円 

 

（２）有形固定資産の減価償却累計額      1,565百万円 

 

（３）保証債務 

  ①関係会社に対する保証債務 

 以下の関係会社の債務に対して債務保証を行なっております。 

    株式会社デンタルフィット      29百万円 

         計            29百万円 

    株式会社デンタルフィットの日本郵便株式会社に対する後納郵便料金に対す

る支払保証であり、保証限度額は 100百万円であります。 

 ②立替払契約利用顧客に対する保証債務 

 大型医療機器を購入した顧客が利用する立替払契約の信用購入あっせん会社へ   

 の未払金残高に対して連帯保証を行っております。 

    立替払契約利用顧客         86百万円 

         計            86百万円 

     

３．税効果会計に関する注記 

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

 

繰延税金資産  

賞与引当金 2千円 

棚卸資産評価損 

投資有価証券評価損 

103 

52 

貸倒引当金繰入超過額 2 

未払事業税 

その他有価証券評価差額金 

55 

21 

その他 17 

繰延税金資産合計 255 

繰延税金資産の純額 255 

 

４．関連当事者との取引に関する注記 

  記載すべき重要な事項はありません。 
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５．１株当たり情報に関する注記 

（１）１株当たり純資産額     1,810円 38銭 

（２）１株当たり当期純利益      258円 25銭 

 

６．その他 

   当期純利益 2,582百万円 

以上 


